Foaming Properties of the Sulfite Spent Liquor. by 小林, 穆
Title亜硫酸パルプ廃液の起泡性について
Author(s)小林, 穆























a)振 とう法, 液体を試験管に密閉し振 とうするときは気体は液中に分散,次第 に上 昇
し,泡沫層をつ くる｡ この上昇する過程は,薄膜の安定度と関係があり,気体の分散は振とう
速度,液体の密度,器の直径,液体の粘度,温度などに関係がある｡







EEとした後,手早 く試料 10mlを泡沫室Aに入れる (Bは 1G3のグラスフィルター,泡沫
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crenalaBLUME) の亜硫酸パルプ廃液の振 とう法による起泡力と安定 度は第 2図 に示すごと
く,アカマツ廃液は泡沫容積 5.5mlであって次第に凝集液状となり,20-25分の後安定な状
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Fig.4.FoamingAbilityofSSL
(AspiratingGenerati-onMethod).
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アカマツ廃液は 10mlが 45mlの泡沫となり, 4分で泡沫容積 20mlとなり10分後全 く消
泡する｡凝集液の生成は3分頃から始まる｡
シラカバ廃液は比較的安定であるが30分後には消泡する｡
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Table3. Efect
木 材 研 究 第29号 (昭38)
j肘硫酸 /ミルプ廃液の泡立ちほ冬季低温のとき特に甚しいと
されている｡
減圧送気法により 10oCから 80oC までの起泡性を,測定
すると,起泡性は何れの場合も殆んど変化なく,アカマツ廃
液は 10mlが泡沫 45mlを, ブナ廃液は泡沫 60mlを生
ずるがその安定性は甚だ興 り,第 2表に示すごとく,アカマ
ツ廃液では 10oC で 7hrであるが,30oCから急に安定性は
低下 し,60cc 以上では殆んど[軒別勺に消泡する｡
ブナ廃液では 10oC で 7.5hrs 以上消泡せず安 定であり
80oCでなは16分間泡沫を残す｡


















































試料 10mlに対 し,ポル トラン ドセメン ト0.5gを添加 し,振 とう法によって測定 した起泡性
は,第 3表に示すようである｡ アカマツ廃液は起泡力大であり,泡沫 と溶液の和即ち泡立ち容
積も亦大である｡ 2時間を経過 して僅かに泡沫容積が減ずるだけで数 日間そのままの状態を保
っている｡







トキシル基 (-OCH.･1)親水性基の水酸基 (OH),強親水性基のスルホン酸基 (-SO3H) など
を有 し,表面活性の性質を有するリグニン物質が存在 し4', これが微細繊維などの浮済物質の
表面に吸着されこれを疎水性 とするため空気が入 りやす くなるし,又一方,廃液中の炭水化物,
微細繊維などほ溶液の粘度を高め泡立ちやす くするとされている5)｡ そこで泡沫部を溶液部 と
分離,蒐集 し,研究を進めた｡
すなわち,試料 50mlを内容 100mlの共栓付試験管にとり振 とう法により泡沫を集める｡
この際泡沫は 20〇C の恒温槽中に保ち加温 して消泡 した｡













木 材 研 究 第29号 (昭38)
よって① さきに分離した リグニンスルホン酸H'3.5g を≠勘留水 100mlに溶昨日ノた溶液,(gj
廃液 150mlを No.600の市 販セ ロファンを用い蒸溜水 1000mlで透析 して得た透過液を 50
mlに濃縮 した溶液 (原液の6O財の糖が移行 している)(31およびこの両者の混合溶液の三者に
ついて起泡性を検討 した結果第 6図に示すごとく, リグニンスルフォン酸溶液は相当の起泡性
と安定性を有するが,透過液にあっては何れも低 い｡
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Fig.6. FoamingAbilityofLignin
SulfonicAcid Solution and Dif-
fusateofSSL.






れているので,前記溶液に放射組織紬 J/an,活性炭川 ,セメン トを添加, 起泡性の変化につい
て検討 したところ,おのおのの溶液にそれぞれの粉末を加えたときは泡沫の牲成 ,安定度 とも
に殆んど変化はなかった｡ 然 しこの両者を混令 した液に,それぞれの粉末を加えたときは,全
くその趣を興 に し,第 7図の如 く,放射組織紬 1'd川泊り旨したもの)の場合は起泡力にさしたる
変化はないが安定度は幾分大 とな り,活性炭,ポル トラン ドセメン トを添加 したときは原廃液


























6)亜硫酸パ ルプ廃液の成分である a)ブリニソスルフホン酸,b)透析後減圧濃縮 した
糖含有量を大とした透過液,C)ブナ放射組織細胞 (樹脂分を除去 したもの)そのはか,活性
炭,ポル トラン ドセメン トなどを用いて,泡沫生成の主要条件を検討し,リグニンスルホン酸
溶波は,起泡性大であるが安定度は低い,透過液は起泡性,安定度何れも低い｡
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